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カリフォルニア大学サンタバーバラ校での在外研究についての報告 
 

横浜国立大学大学院国際社会科学研究院准教授 

茂住 政一郎 
 
報告者は、公益財団法人租税資料館の「海外留学助成」制度を通じて、2025 年 4 月から 9 月、カ

リフォルニア大学サンタバーバラ校（University of California, Santa Barbara: UCSB）歴史学部に客員

研究員として滞在するご支援をいただいた。研究のテーマは、財源と納税者の同意調達が困難なア

メリカ連邦財政制度形成の歴史」に関する申請者単独の研究、及び「累進所得課税と逆進的消費課

税双方に対する納税者の同意調達を可能とする財政・租税制度形成の歴史的・制度的諸条件の分析」

を行う国際共同研究プロジェクトの遂行であった。これらの研究を、UCSB 歴史学部名誉教授 W. 

Elliot Brownlee 先生、同学部教授 Luke Roberts 先生受け入れのもとで行った。 
 
1. 滞在中の研究活動について 

今回の滞在の主な目的は二つあった。第一に、申請者単独の研究成果を海外大学出版会から単著

として出版することである。申請者は、アメリカ連邦財政史を素材に、累進課税への財源調達の依

存、貧困層に限定された社会給付と逆再分配的な租税支出への依存が、租税負担の不公平感の高ま

り、課税に対する「納税者の同意」と財源調達の困難、および国家の社会統合力の弱体化をもたら

してきた歴史的要因を、米国内の公文書館所蔵の未公刊資料を活用して研究してきた。その研究を

通じて申請者は、財政制度と課税に対する納税者の同意調達を可能とし、国家の財源調達と政策遂

行能力を高める財政・租税制度のあり方、及び理論の構築に取り組んできた。今回の留学で受け入

れ教員であった Brownlee 先生は、同様の研究課題に長年取り組む先駆的な存在である。彼の下で、

在外中は、これまでの研究成果を出版するため、各章草稿執筆と企画書の作成に取り組んだ。同氏

との議論や助言を受けながら研究を進めることで、上記の研究課題と目的を達成する可能性を高め

ることができたと考えている。 

第二の目的は、申請者が現在進めている国際共同研究プロジェクトの成果の海外大学出版会から

の共編著としての公刊である。現在申請者は、累進課税に財源調達を依存する国家と付加価値税の

ような逆進的課税に財源を依存する国家の違いが生じた歴史的・制度的要因を分析する国際比較研

究のプロジェクトを主導している。この企画を通じて、経済的格差の拡大が国際的な問題となり、

累進課税や資産課税の強化が叫ばれる現状において、近年の財政研究や福祉国家研究でしばしばみ

られる「累進課税か逆進的課税か」という二項対立を超克し、その双方を取り込んだ税制の構築、

及びそれに対する納税者の同意調達を可能とする歴史的・制度的諸条件を分析する取り組みを進め

ている。同企画は Brownlee 先生を含め、日米、欧州各国やオーストラリア等、幅広い国から研究者

が参画している。滞在中に企画書をある海外大学出版会に提出し、現在査読中となっている。 

その他、滞在中は、UCSB の複数の講義の聴講や、Political Economy Colloquium と銘打たれた歴史

系・社会科学系研究者が集う研究集会に複数回参加した。この場を通じて、さまざまな研究手法や

知見を得、また研究者同士の交流を図ることができた。 
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2. 留学先キャンパスの様子 

UCSBは、ロサンゼルスから北西に 2〜3時間ほど車で移動したところにあるサンタバーバラ郡沿

岸部に位置する。写真１と 2 は、申請者のオフィスが入っていた建物から徒歩 2 分で辿り着けるキ

ャンパスラグーン。この素敵なラグーンは生物系・環境系の学部の研究調査のための重要な「施設」

でもあり、さまざまな植物や生物が目視できた。なお、キャンパスが海沿いに設置されており、ラ

グーンの周辺には散歩道があり、その先に広がっている綺麗な海とビーチまで歩いていける。とて

も自然豊かなキャンパスだった。 

 
 

今回の滞在では、学部に用意していただいたオフィスを自由に使用できた。写真 1 は、今回使用

させていただいたオフィスの入っている建物の写真。オフィスの窓からは海が一望できた。写真 2

は用意していただいたオフィスの入り口。長年（聞くところによると、80 代まで！）UCSB にて教

育研究に従事されたヨーロッパ近世史研究者 Paul Sonnino 教授が使用されていたオフィスだった。

彼の功績を讃えてのことか、オフィスのネームプレートはそのまま壁に残されていた。 

 

写真 1 写真 2 

写真 3 

写真 4 
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用意していただいたオフィスに加え、今回の滞在では、図書館サービスに非常に多くの恩恵を受

けた。UCSBの図書館の蔵書や利用できる雑誌・新聞等がとにかく豊富だった。また、UCSBにない

資料は、カリフォルニア大学の他のキャンパスの図書館同士、ないしはカリフォルニア州内の図書

館との ILL を通じて、無料で利用することができ、全くストレスなく研究を進めることができた。 

授業期間中は多くの学生がキャンパス内やその近辺を行き交っていた（写真 5）。図書館では夜遅

くまで勉強する学生が多くいる一方、授業後の教室やキャンパス内で集会やサークル活動に勤しむ

学生も多く、活気にあふれる印象を受けた。 

 
 
3. 滞在期間中の学会出張 

滞在中、世界経済史会議（World Economic History Congress: WEHC）へ参加した。今回の WEHC

は、ルンド（スウェーデン）で開催され、企画セッションのオーガナイザーと報告者として出席し

た。このセッションでは、上述した国際共同プロジェクトの途中成果を参加者全員が発表し、今後

の方向性やネットワーク形成・維持について打ち合わせを行なった（写真 6）。 

 

写真 5 

写真 6 


